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研究成果の概要（和文）：本研究は、「翻訳」の諸問題を哲学的に検討することを目的とし、特に日本哲学にお
ける具体的な言葉と翻訳の問題を掘り下げた。この場合の「翻訳」とは、あるテキストを外国語に翻訳するとい
う意味に限るものではなく、哲学する過程ですでにそこには翻訳・再解釈がかかわっているという意味にも用い
ている。欧米、台湾、日本の研究者が集まり、京都学派の哲学やマルクス哲学、仏教経典の概念・用語につい
て、複数文化を越境する視点から哲学史上の様々な問題と関連させつつ、考察することができた。また井筒俊彦
の意識の理論、中井正一の映画理論、現代の歌人の創造の体験に基づき、「言語と非言語」、「表現」の問題を
検討するに至った。

研究成果の概要（英文）："This project aimed at thinking philosophically about different questions of
 translation", delving into the concrete problems of language and translation in Japanese 
philosophy. “Translation” in this case does not mean only “rendering a text from a certain 
language into another language”, but it is also used to mean that “translation-reinterpretation 
entails a philosophizing process”. Scholars from Western countries, Taiwan, and Japan collaborated 
to investigate the concepts-terms of the philosophies of the Kyoto school, Marx, and sutras of 
Buddhism by connecting them to diverse problems taking place in the history of philosophy from a 
transcultural viewpoint. In addition, the questions of “language and non-language” and “
expression” were examined in Izutsu Toshihiko’s theory of consciousness, Nakai Masakazu’s film 
theory, and the contemporary “Japanese tanka” poet’s experience of creation.

研究分野： 近代日本哲学、翻訳学

キーワード： 日本哲学　翻訳学　京都学派　比較哲学　言語哲学
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１． 研究開始当初の背景 
 西洋の哲学者が翻訳を哲学的に深く洞察
した例は、ベンヤミン、ハイデガー、リクー
ル、セール、スタイナー等の研究が示す通り、
歴史的に多数見られる。しかし日本では事情
は異なり、哲学者には、翻訳を哲学的思索の
対象にするという発想がない。つまり「翻訳
＝言語と思想の連関」の問題に哲学的根拠を
見ようとしていないのである。本研究は、上
記の哲学者などの考えを学び、「翻訳は哲学
的反省を伴う行為」であるとの立場に立ち、
哲学を翻訳の視点から考察することで、それ
を支える言語や論理の様々な問題を浮き彫
りにすることが可能であると考えた。また、
多文化間の比較哲学という視点を加えるこ
とによって、問題をさらに豊かに扱うことが
できる。このようにして、具体的な課題に焦
点を当ててみたいという企図から、本研究は
立案された。 
 
２．研究の目的 
「翻訳」を学問の対象であり方法と捉え、

その視点から、東アジアと西洋の哲学思想を
摂取しそれを基盤に作られ発展してきた日
本哲学における、言語と思想の相関性を探究
する。特に、二組の比較文化圏「東アジアと
日本」と/あるいは「西洋と日本」での言語と
思想の相互の関わりが、どのように日本哲学
の形成に創造的な影響を与え、その発展に結
実したのかを明らかにしたい。具体的には、
(１)翻訳により生まれた日本哲学の言語、(２)
西洋語・東アジア語に翻訳された日本哲学と
日本哲学研究、(３)日本語で考える・哲学す
る、という三つの課題を設定し、各課題の中
でさらに解釈、論理、用語、表現、象徴など
翻訳と関連する問題に取り組む。上記(1)・
(2)・(3)は、以下のような内容を検討すること
になる。 

(１)用語研究：主要哲学用語を取り上げ、
各用語に、東洋・西洋の思想がどのように織
り込まれているのか、その背景を調査する。 

(２)日本哲学の翻訳研究：外国語に翻訳さ
れた日本哲学が、どのように解釈されている
のか、またそこには、どのような言語表現上
の制約/自由があるのかなどについて検討す
る。 

(３)言語と思想の相関性：日本語で考え
る・哲学するということの意義を検討するた
めに、他言語で考える・哲学することと比較
する。さらに、詩歌のような情的表現に優れ
ていると言われる日本語における、哲学言語
の側面と詩的言語の側面との関わりについ
て考察する。 
 
３．研究の方法 
翻訳の視点から日本哲学における言語と

思想の相関性を検討する本研究は、(１)翻訳
により生まれた日本哲学の言語、(２)西洋
語・東アジア語に翻訳された日本哲学と日本

哲学研究、(３)日本語で考える・哲学する、
という三つの課題を軸に展開される。この三
区分に従って、日本哲学を専門とする研究代
表者・分担者・協力者が、各自、得意とする
個別の専門分野(仏教、禅哲学、儒学、宗教
哲学、ドイツ哲学、フランス哲学、中世哲学、
解釈学など)を担当する。また、国内・海外
の研究協力者の力を借りて、国内での研究会、
国際ワークショップ・シンポジウム(フラン
ス、台湾、日本)を開催し、討議・対話の機
会を定期的に設ける方法をとる。 
 

４．研究成果 (敬称略) 
(１)用語研究 
① 定例研究会での発表 : 西田幾多郎のテキ
ストを素材に、用語・概念の解釈についての
分析研究が行われた。 
・分担者、嶺秀樹「西田とショーペンハウア
ー－美のイデアをめぐって」。 
・日本哲学分野の博士課程の大学院生・OD
中嶋優太、太田裕信、八坂哲弘、Simon 
Ebersolt が、西田幾多郎「場所」とその英訳
を対照しながら、本論文の主要用語について
検討した。 
② ワークショップ「翻訳と日本哲学」(ライ
プツイヒ大学)での発表 ： マルクスの主要用
語の日・仏・独での翻訳をめぐり、その概念
の本質的な問題を探る研究が行われた。分担
者、平子友長「マルクスにおける物象化と物
化」。 
③ 定例公開講演会「日本哲学史フォーラム」
(京都大学)での研究グループ外の研究者によ
る講演：仏典漢訳の諸問題について、主要用
語に焦点を当てながら論じたもので、日本哲
学研究に対しても大変啓発的な内容であっ
た。船山徹「漢訳仏典の音写語と翻訳不可能
性」、宮崎泉「仏教における智慧―その翻訳
と仏教理解をめぐって」。 
 
(２)日本哲学の翻訳研究 
①  ワークショップ「翻訳と日本哲学」(ライ
プツイヒ大学)での発表 : 翻訳の観点が必
然的にかかわってくるものとして、「日本語
と倫理学」、「密教」、「多文化」の問題が考察
された。分担者、清水正之「「関係の倫理学」
と翻訳―人と人との間と日常言語」。研究協
力者、平田俊博「空海と日本語―密教におけ
る漢訳仏典の日本語への翻訳―」。分担者、
加藤泰史「Kulturelle Diversität und kulturelle 
Übersetzungen」。 
② 国際学会 “Cross-Cultural Phenomena 
in the Modern Exchange between East 
Asian and Western Thought”(中央研究院
院・中国文哲研究所、台湾)での発表 : 「表
現」をテーマとするパネル発表。代表、上原
麻有子「田辺元における象徴詩―無即有、有
即無という表現」。分担者、藤田正勝「形な
きものの形を見、声なきものの声を聞く」。 
分担者、田中久文「「あはれ」という美意識
にみられる表現の問題」。 



 
③ 定例公開講演会「日本哲学史フォーラム」
(京都大学)での研究グループ外の研究者によ
る講演 : 「表現する自己、表現する世界」を
テーマに、広義の「翻訳」について、歌人・
フィルムスタディズ・中国文学の研究者が、
日本哲学研究者と対話を行った。木津祐子
「表現する唐通事―17～19 世紀長崎を舞台
に」。水原紫苑 (歌人)「短歌の表現と方法」。
Mitsuyo Wada-Marciano「哲学と映画・メデ
ィア研究のクロスオーバー」。 
 
(３)言語と思想の相関性 
① 定例研究会での発表 : 西田・西谷のテキ
ストを素材に、言語と思想の関係、言語と非
言語の関係の問題が検討された。杉本耕一
「西田哲学における「哲学」と「哲学」以前
―「宗教」あるいは「宗教」以前を含めて」。
岡田勝明「物が心に映る処―西谷啓治の共通
感覚論」。 
② ワークショップ「翻訳と日本哲学」(ライ
プツイヒ大学)での発表 : 思想・経験と言
語化の問題を、両者の一種の翻訳として捉え
ることもできる。この意味における考察(西
田・ヘーゲル・フンボルト等の思想、あるい
は老子・荘子・龍樹・エックハルトの言語観
を参照)がなされた。嶺秀樹「経験と言葉―
直接性をめぐって」。藤田正勝「言葉と沈黙」。 
 
 以上のような成果から一部を選び、本研究
の総合的なまとめとしての論文集(日本語)
を出版する計画を進めている。 
 
５．主な発表論文等 
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〔その他〕 
ホームページ等 
京都大学文学研究科 日本哲学史専修ホー
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https://www.bun.kyoto-u.ac.jp/japanese_
philosophy/jp-top_page/ 
http://www.nihontetsugaku-philosophie-j
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